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１ 実施計画の基本的な考え方 

 

実施計画は、基本構想に基づき、次代を担う子どもの育成と今後の学校環境の充 

実を図るという視点を基本としつつ、児童・生徒数の推移や学校施設の状況などを 

勘案し、次の点から望ましい方向性を示すものとします。 

（１）学校規模の適正化は、児童・生徒にとって望ましい学習集団を形成し、より 

良い学習環境を創造するものであること。 

（２）地域の中での学校の役割や通学距離、通学路の安全確保に十分配慮したもの 

とし、保護者、地域住民の理解と協力を得られる計画内容であること。 

（３）施設整備に当たっては、防災上の安全性に配慮し、情報化などこれからの時 

代に対応した新しい教育に順応できるものとすること。 

 

 

 

２ 実施計画の計画期間 

 

実施計画の計画期間については、基本構想に基づき、おおむね３０年間としつつ、 

児童・生徒の教育環境の充実を基本とするとともに、各施設の耐用年数なども考慮 

する必要があることから、１０年ごとの３つの期間に区切り、再編を進めるものと 

します。 

また、今後の児童・生徒数の推移や社会情勢の変化なども勘案し、本実施計画は 

５年ごとを目途に計画の検証を行うものとします。 
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３ 学校規模の適正化について 

 

児童・生徒の推移 

（１）児童数の推移                      （人） 

小学校名 
児童数（各５月１日時点） 推定児童数 

Ｈ１７年度 Ｈ２２年度 Ｈ２８年度 

江原南 ２９８ ２９８ ２４６ 

江原北 ５０ ５４ ５４ 

清 水 ２ １６ ８ 

脇 町 ３３１ ３３０ ２６６ 

岩 倉 ２１７ １７０ １４２ 

郡 里 １０６ １０８ ８５ 

喜 来 ７２ ６１ ５６ 

芝 坂 ５７ ３７ ２０ 

重清東 １０６ １０２ ７２ 

重清西 ９４ ９１ ５７ 

三 島 １２５ ９９ １０５ 

穴 吹 １７９ １５５ １０７ 

宮 内 ４３ ２４ １６ 

木屋平 ３７ １９ ２０ 

計 １,７１７ １,５６４ １,２５４ 

※Ｈ１７年度、Ｈ２２年度の実数は、各年度の学校基本調査によるものです。 

※Ｈ１７年度の実数は、江原北には江原東、脇町には大谷、岩倉には川原柴、芝 

坂には切久保、重清東には重清北、穴吹には初草をそれぞれ含んでいます。 

 

（２）生徒数の推移                         （人） 

中学校名 
生徒数（各５月１日時点） 推定生徒数 

Ｈ１７年度 Ｈ２２年度 Ｈ２８年度 

江 原 １９０ １８１ １９５ 

脇 町 ２１５ １５６ １６６ 

岩 倉 １０７ ９６ ７７ 

美 馬 ２６２ ２１０ １９７ 

三 島 ４９ ６４ ５１ 

穴 吹 １３９ ９４ ７９ 

木屋平 １３ １７ ８ 

計 ９７５ ８１８ ７７３ 

※Ｈ１７年度、Ｈ２２年度の実数は、各年度の学校基本調査によるものです。 
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１学年あたりの学級数 

  ◆小学校及び中学校の学級編制は、１学年に２学級以上を基本とします。 

 

平成２８年度時点で、美馬市の小学校（１４校）の児童数は１，２５４人になる 

と推計されており、仮に１学級４０人で全学年２学級にするとした場合、本市の望 

ましい学校数としては３校程度ということになります。また、中学校（７校）の生 

徒数は７７３人と予測されており、同じ条件に当てはめると、こちらも３校程度と 

いうことになります。 

 

 これまでの児童・生徒数の推移から、各小・中学校における平成２８年４月時点 

の状況は、次のように予測されます。 

 

【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江原南小学校 

平成１７年５月時点での児童数は２９８人で、平成２２年５月時点での児童数は２９８人 

となり、５年間の増減率は０％となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは２４６人となり、平成２２年５月時点及び平成１７年５ 

月時点からの増減率は１７．４５％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点では、１学年当たり２学級の確保ができる見込みとな 

っています。 

江原北小学校 

平成１７年５月時点での児童数は４０人で、平成２２年４月に江原東小学校（平成１７年 

５月時点の児童数は１０人）との統合が実施され、５月時点での児童数は５４人となり、５ 

年間の増減率は８％増となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは５４人となり、平成２２年５月時点からの増減率は０％、 

平成１７年５月時点からの増減率は８％増となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

清水小学校 

平成１７年５月時点での児童数は２人で、平成２２年５月時点での児童数は１６人となっ 

ていますが、６年後の児童数の見込みは８人となっています。 

このことから、平成２８年４月時点では、全学年において国の学級編制標準を下まわり、 

複式学級を余儀なくされる小規模化が更に進む見込みとなっています。 
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脇町小学校 

平成１７年５月時点での児童数は３２７人で、平成２０年４月に大谷小学校（平成１７年 

５月時点の児童数は４人）との統合が実施されました。その後、平成２２年５月時点での児 

童数は３３０人となり、５年間の増減率は０．３０％増となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは２６６人となり、平成２２年５月時点からの増減率は１

９．３９％減、平成１７年５月時点からの増減率は１９．６４％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点では、１学年当たり２学級の確保ができる見込みとな 

っています。 

岩倉小学校 

平成１７年５月時点での児童数は２１３人で、平成２１年４月に川原柴小学校（平成１７ 

年５月時点の児童数は４人）との統合が実施されました。その後、児童数の減少が進み、平 

成２２年５月時点での児童数は１７０人となり、６年間の増減率は２１．６６％減となって 

います。 

一方、６年後の児童数の見込みは１４２人となり、平成２２年５月時点からの増減率は１

６．４７％減、平成１７年５月時点からの増減率は３４．５６％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

郡里小学校 

平成１７年５月時点での児童数は１０６人で、平成２２年５月時点での児童数は１０８人 

となり、５年間の増減率は１．８９％増となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは８５人となり、平成２２年５月時点からの増減率は２１． 

３０％減、平成１７年５月時点からの増減率は１９．８１％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

喜来小学校 

平成１７年５月時点での児童数は７２人で、平成２２年５月時点での児童数は６１人とな 

り、５年間の増減率は１５．２８％減となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは５６人となり、平成２２年５月時点からの増減率は８．

２０％減、平成１７年５月時点からの増減率は２２．２２％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 
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芝坂小学校 

平成１７年５月時点での児童数は４１人で、平成２０年４月に切久保小学校（平成１７年 

５月時点の児童数は１６人）との統合が実施されました。その後、平成２２年５月時点での 

児童数は３７人となり、５年間の増減率は３５．０９％減となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは２０人となり、平成２２年５月時点からの増減率は４５．

９５％減、平成１７年５月時点からの増減率は６４．９１％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点では、全学年において国の学級編制標準を下まわり、 

複式学級を余儀なくされる小規模化が更に進む見込みとなっています。 

重清東小学校 

平成１７年５月時点での児童数は９４人で、平成２２年４月に重清北小学校（平成１７年 

５月時点の児童数は１２人）との統合が実施され、５月時点での児童数は１０２人となり、 

５年間の増減率は３．７７％減となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは７２人となり、平成２２年５月時点からの増減率は２９．

４１％減、平成１７年５月時点からの増減率は３２．０８％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

重清西小学校 

平成１７年５月時点での児童数は９４人で、平成２２年５月時点での児童数は９１人とな 

り、５年間の増減率は３．１９％減となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは５７人となり、平成２２年５月時点からの増減率は３７．

３６％減、平成１７年５月時点からの増減率は３９．３６％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

三島小学校 

平成１７年５月時点での児童数は１２５人で、平成２２年５月時点での児童数は９９人と 

なり、５年間の増減率は２０．８０％減となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは１０５人となり、平成２２年５月時点からの増減率は６．

０６％増、平成１７年５月時点からの増減率は１６．００％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 
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穴吹小学校 

平成１７年５月時点での児童数は１６２人で、平成２２年４月に初草小学校（平成１７年 

５月時点の児童数は１７人）との統合が実施され、５月時点での児童数は１５５人となり、 

５年間の増減率は１３．４１％減となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは１０７人となり、平成２２年５月時点からの増減率は３

０．９７％減、平成１７年５月時点からの増減率は４０．２２％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

宮内小学校 

平成１７年５月時点での児童数は４３人で、平成２２年５月時点での児童数は２４人とな 

り、５年間の増減率は４４．１９％減となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは１６人となり、平成２２年５月時点からの増減率は３３．

３３％減、平成１７年５月時点からの増減率は６２．７９％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点では、全学年において国の学級編制標準を下まわり、 

複式学級を余儀なくされる小規模化が更に進む見込みとなっています。 

木屋平小学校 

平成１７年５月時点での児童数は３７人で、平成２２年５月時点での児童数は１９人とな 

り、５年間の増減率は４８．６５％減となっています。 

一方、６年後の児童数の見込みは２０人となり、平成２２年５月時点からの増減率は５．

２６％増、平成１７年５月時点からの増減率は４５．９５％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点では、一部の学年において国の学級編制標準を下まわ 

り、複式学級を余儀なくされる見込みとなっています。 



7 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江原中学校 

平成１７年５月時点での生徒数は１９０人で、平成２２年５月時点での生徒数は１８１人 

となり、５年間の増減率は４．７４％減となっています。 

一方、６年後の生徒数の見込みは１９５人となり、平成２２年５月時点からの増減率は７．

７３％増、平成１７年５月時点からの増減率は２．６３％増となります。 

このことから、平成２８年４月時点では、１学年当たり２学級の確保ができる見込みとな 

っています。 

脇町中学校 

平成１７年５月時点での生徒数は２１５人で、平成２２年５月時点での生徒数は１５６人 

となり、５年間の増減率は２７．４４％減となっています。 

一方、６年後の生徒数の見込みは１６６人となり、平成２２年５月時点からの増減率は６．

４１％増、平成１７年５月時点からの増減率は２２．７９％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点では、１学年当たり２学級の確保ができる見込みとな 

っています。 

岩倉中学校 

平成１７年５月時点での生徒数は１０７人で、平成２２年５月時点での生徒数は９６人と 

なり、５年間の増減率は１０．２８％減となっています。 

一方、６年後の生徒数の見込みは７７人となり、平成２２年５月時点からの増減率は１９．

７９％減、平成１７年５月時点からの増減率は２８．０４％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

美馬中学校 

平成１７年５月時点での生徒数は２６２人で、平成２２年５月時点での生徒数は２１０人 

となり、５年間の増減率は１９．８５％減となっています。 

一方、６年後の生徒数の見込みは１９７人となり、平成２２年５月時点からの増減率は６．

１９％減、平成１７年５月時点からの増減率は２４．８１％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点では、１学年当たり２学級の確保ができる見込みとな 

っています。 
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小規模校の統合について 

美馬市では教育振興計画に基づき、平成１９年度から平成２１年度にかけ小 

学校６校が休校となりました。これらの学校は、同計画の中で述べている「３ 

学級以下で児童数が２６人以下」に該当する小学校で、複式学級の解消や、教頭、 

養護教諭等の配置の問題もあり、統合が進みました。 

学校再編計画においても「３学級以下で児童数が２６人以下の学校」を一つ 

の目安とした場合、児童数だけをみると、平成２２年度時点で清水小学校、宮 

内小学校、木屋平小学校の３校が該当しています。また、平成２５年度からは 

芝坂小学校が該当するものと予測されています。 

実施計画では、早い段階での統合を計画すべきと考えます。 

木屋平中学校 

平成１７年５月時点での生徒数は１３人で、平成２２年５月時点での生徒数は１７人とな 

り、５年間の増減率は３０．７７％増となっています。 

一方、６年後の生徒数の見込みは８人となり、平成２２年５月時点からの増減率は５２．

９４％減、平成１７年５月時点からの増減率は３８．４６％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

三島中学校 

平成１７年５月時点での生徒数は４９人で、平成２２年５月時点での生徒数は６４人とな 

り、５年間の増減率は３０．６１％増となっています。 

一方、６年後の生徒数の見込みは５１人となり、平成２２年５月時点からの増減率は２０．

３１％減、平成１７年５月時点からの増減率は４．０８％増となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 

穴吹中学校 

平成１７年５月時点での生徒数は１３９人で、平成２２年５月時点での生徒数は９４人と 

なり、５年間の増減率は３２．３７％減となっています。 

一方、６年後の生徒数の見込みは７９人となり、平成２２年５月時点からの増減率は１５．

９６％減、平成１７年５月時点からの増減率は４３．１７％減となります。 

このことから、平成２８年４月時点における１学年当たりの学級数は、１学級となる見込 

みです。 
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４ 通学距離について 

 

小学生・中学生の通学距離 

◆通学距離は小学校にあってはおおむね４キロメートル以内、中学校にあって 

はおおむね６キロメートル以内を目安とします。 

 

現在の通学状況は、学校の統合及び中学校における寮廃止に伴う送迎を除き、小 

学校では原則として徒歩、中学校では徒歩又は自転車通学となっています。 

今後、学校再編の進展に伴い通学距離が小学校で４㎞、中学校で６㎞を超えるこ 

とも想定されます。特に山間部の学校が統合する場合は、これらの通学距離を大き 

く超えることが考えられ、スクールバス等の通学支援が必要になります。 

 また、学校の再編にあたっては、基本構想の中でも触れられているように、これ 

までの校区編成を基本としつつも、通学距離等によっては、柔軟な対応をする必要

があると考えます。 

 

木屋平小学校、木屋平中学校について 

  木屋平小学校及び木屋平中学校については、従来から小規模校であり、学校 

規模の適正化の観点から統合をすべきと考えられますが、統合後は各学校への 

通学距離が非常に長くなり、子どもたちの日々の体力的な負担等が懸念されま 

す。 

  木屋平小学校から宮内小学校へは約２７㎞、穴吹小学校へは約３３㎞あり、 

仮にスクールバス等による通学手段を講じたとしても、およそ１時間の通学時 

間を要するものと思われます。また、木屋平中学校から穴吹中学校へも約２８ 

㎞の通学距離があり、小学校同様、１時間程度の通学時間を要すると考えられ 

ます。 

こうした地理的要因を考慮すると、木屋平小学校及び木屋平中学校に関して 

は、今後のよりよい教育諸条件の整備・充実を目指すうえからも、 

「小中一貫校としての存続」について検討していく余地があると 

考えます。 
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中 学 校

� 小 学 校 １４

７

平成２２年度美馬市立
小・中学校分布図

表示 施　設　名

岩倉小学校

江原北小学校

江原中学校

清水小学校

穴吹小学校

穴吹中学校

三島小学校

三島中学校

木屋平小学校

芝坂小学校

重清西小学校

脇町小学校

脇町中学校
岩倉中学校

重清東小学校

喜来小学校

郡里小学校

美馬中学校

宮内小学校

木屋平中学校

江原南小学校
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５ 施設整備について 

 

  学校の再編にあたっては、市の財政事情を考慮し、できる限り既存施設を有 

効活用することを基本に、学校施設・設備の充実に努めてまいります。 

 

小・中学校における学校施設の状況 

 

平成２２年５月現在、市内学校施設の建物面積は、小学校１４校では教室や管理 

棟などの校舎が約２９，５００㎡、体育館が約９，４００㎡であり、中学校７校で 

は校舎が約１９，８００㎡、体育館が約６，５００㎡となっています。  

このうち、建築後３０年以上経過した建物が、小学校では校舎で約４５％、体育 

館で約３３％、中学校では校舎で約２５％、体育館で７０％を占めています。 

小・中学校とも全般的に老朽化が進んでおり、施設の修繕費等が今後増大してい 

くことが予測されます。 

一方で、学校施設の耐震補強については、平成２１年度から集中的に耐震工事等 

を実施しており、平成２２年度末までに約９０％の施設で耐震化が完了する予定に 

なっています。 

 このほか、各学校施設がもつ普通教室や特別教室の数、運動場や武道場、プール 

等の面積、防災や通学における安全性等に配慮したうえで、施設の選別をしていく 

ことが重要になってきます。 

 

学校施設に関する選別要因 

○施設の耐用年数（耐震化の実施） 

○施設の大きさ、収容能力（教室数、運動場やプールの広さ） 

○施設の立地条件 

 

 

 


